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大
会
初
日
の
男
子
５
０
０

㍍
で
２
位
に
入
っ
た
森
重
は

「
最
初
の
１
０
０
㍍
を
抑
え

て
レ
ー
ス
に
入
る
こ
と
で
、

最
後
の
コ
ー
ナ
ー
で
ス
ピ
ー

ド
を
上
げ
る
展
開
が
う
ま
く

で
き
た
」
と
自
身
の
レ
ー
ス

に
好
感
触
を
感
じ
て
い
た
。

　
堀
川
は
初
日
の
１
５
０
０

㍍
で
３
位
に
入
賞
す
る
も

「
１
０
０
０
㍍
以
降
で
タ
イ

ム
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
」
と
振
り
返
り
、
翌

日
の
巻
き
返
し
を
誓
っ
て
い

た
。
迎
え
た
翌
日
の
５
０
０

０
㍍
で
は
７
分
４
秒
20
で
見

事
優
勝
に
輝
い
た
。

　
ま
た
、
石
川
斗
来
（
経
営

３
・
白
樺
学
園
高
）
が
５
０

０
㍍
で
３
位
、
岩
佐
理
央

（
経
営
２
・
帯
広
南
商
高
）

が
１
０
０
０
㍍
で
５
位
、
堀

川
大
地
（
経
営
２
・
白
樺
学

園
高
）
が
同
６
位
、
高
見
澤

光
希
（
経
営
２
・
小
海
高
）

が
１
５
０
０
㍍
で
４
位
入

賞
。
唯
一
の
４
年
次
生
と
し

て
こ
こ
ま
で
チ
ー
ム
を
引
っ

張
っ
て
き
た
嶋
田
英
爾
主
将

（
経
営
４
・
白
樺
学
園
高
）

を
中
心
に
、
強
い
団
結
力

で
、
多
く
の
選
手
が
ポ
イ
ン

ト
を
積
み
上
げ
て
い
っ
た
。

最
終
日
に
行
わ
れ
た
２
０
０

０
㍍
リ
レ
ー
（
石
川
、
嶋

田
、
岩
佐
、
森
重
）
で
１
位

と
な
り
、
総
合
優
勝
が
確
定

す
る
と
、
部
員
た
ち
は
喜
び

を
爆
発
さ
せ
た
。

　
嶋
田
主
将
は
「
優
勝
と
い

う
形
で
４
年
間
を
締
め
く
く

　
日
本
学
生
氷
上
選
手
権
ア

イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
（
12
月

25
〜
29
日
、
釧
路
市
）
は
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
初
戦
で
石
崎

達
也
（
商
３
・
北
海
高
）
滝

本
瑛
士
（
法
２
・
軽
井
沢

高
）
の
２
得
点
な
ど
で
龍
谷

大
に
７
｜
１
で
快
勝
。
し
か

し
、
続
く
２
回
戦
で
中
央
大

に
敗
れ
、
ベ
ス
ト
16
に
終
わ

っ
た
。

　
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
競

技
（
１
月
５
〜
７
日
、
釧
路

市
）
は
三
澤
日
向
子（
法
３
・

横
浜
清
陵
総
合
高
）
が
女
子

７
、
８
級
ク
ラ
ス
に
出
場
し

た
が
、
フ
ァ
イ
ナ
ル
ラ
ウ
ン

ド
進
出
は
な
ら
な
か
っ
た
。

前嶋監督（前列中央）を中心に優勝を喜ぶ部員たち

日
本
学
生
氷
上
選
手
権
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技

　
日
本
学
生
氷
上
選
手
権
の
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
が
１
月
５
日
か
ら
７
日
ま

で
、
北
海
道
釧
路
市
の
柳
町
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
場
で
行
わ
れ
た
。
専
大
は
森
重
航

（
経
営
１
・
山
形
中
央
高
）、
堀
川
翼
（
経
営
１
・
白
樺
学
園
高
）
の
１
年
次
生
コ

ン
ビ
の
活
躍
も
あ
り
、
学
校
対
抗
得
点
で
日
大
に
37
㌽
の
大
差
を
つ
け
て
、
３
年
ぶ

り
16
回
目
の
総
合
優
勝
を
飾
っ
た
。

堀
川
翼
、
森
重
が
堂
々
の
滑
り

ら
せ
て
く
れ
た
監
督
、
後
輩

に
感
謝
し
て
い
る
。
今
大
会

で
は
後
輩
が
頼
も
し
い
姿
を

見
せ
て
く
れ
た
。
来
年
、
連

覇
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
く
の
が

楽
し
み
」
と
語
っ
た
。

　
前
嶋
孝
監
督
は
「
優
勝
に

向
か
っ
て
一
人
一
人
が
全
力

を
尽
く
し
た
。
選
手
た
ち
に

感
謝
し
て
い
る
」
と
選
手
の

健
闘
を
た
た
え
た
。

（
八
代
哲
・
経
済
３
）

軽
や
か
な
滑
り
を
見
せ
る
堀
川
翼

２
回
戦
敗
退

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
盛
實

海
翔
（
商
４
・
能
代
工
高
）
が
特

別
指
定
選
手
と
し
て
所
属
す
る
サ

ン
ロ
ッ
カ
ー
ズ
渋
谷
が
天
皇
杯
全

日
本
選
手
権
の
頂
点
に
立
ち
、
日

本
一
に
輝
い
た
。

　
盛
實
は
フ
ァ
イ
ナ
ル
ラ
ウ
ン
ド

（
１
月
９
〜
12
日
、
埼
玉
県
・
さ

い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
）
の

３
試
合
全
て
で
10
分
以
上
の
プ
レ

ー
タ
イ
ム
を
記
録
。
準
決
勝
の
滋

賀
レ
イ
ク
ス
タ
ー
ズ
戦
で
は
精
度

の
高
い
シ
ュ
ー
ト
で
13
得
点
を
挙

げ
る
な
ど
、
得
点
や
ア
シ
ス
ト
で

優
勝
に
貢
献
し
た
。
大
会
を
終

え
、「
個
人
的
に
は
課
題
が
多
く

ま
だ
ま
だ
だ
っ
た
が
、
チ
ー
ム
と

し
て
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
て

本
当
に
良
か
っ
た
」
と
喜
ん
だ
。

　
プ
ロ
の
世
界
で
も
大
き
な
存
在

感
を
放
つ
盛
實
。「
ず
っ
と
大
切

に
し
て
い
る
『
楽
し
む
プ
レ
ー
』

を
し
て
、
プ
ロ
と
い
う
高
い
レ
ベ

ル
の
中
で
も
自
分
ら
し
さ
を
見
せ

た
い
」
と
話
し
た
。

（
岡
本
真
凜
・
経
営
２
）

バスケットボール ＳＲ渋谷

盛實 天皇杯制覇に貢献

次のステージへ羽ばたけ

樋口健太
今後は社会人として仕事とバス
ケットボールの両立がより大変
になると思うが、好きなことを
続けられることに感謝して頑張
りたい

松雪泰成
2024年のパリオリンピック出場
を目指す

　大学での競技生活を終え、今年も多くの学生がプロや社会人チームに進む。専修大学
体育会から次のステージに羽ばたく主な選手を写真、コメントとともに紹介する。

柏田樹
プロリーグで試合ができる
ことに感謝し、チームの勝
利に貢献できるよう、日々
精進していく

氣田亮真
熱い思いのこもったプレーでサポーターに、
夢や感動を与えたい。チームのために全力で
プレーするとともに、自分の夢に向かって努
力していく。応援よろしくお願いします

石田楽人
大学４年間で学んだことを生か
し、１年目から試合に出られる
ように全力で頑張りたい

部　活 名　前 学部・出身高校 進　路　先

サッカー

鹿沼　直生 経済・静岡学園高 ＳＣ相模原

西村　慧祐 法・習志野高 大宮アルディージャ

鈴木　厚太 商・飛龍高 アスルクラロ沼津

氣田　亮真 文・千葉敬愛高 Ｖ・ファーレン長崎

河上　将平 人間科学・東海大

付属静岡翔洋高
藤枝ＭＹＦＣ

バスケット
ボール　　

樋口　健太 経済・新発田南高 横河電機

アブ・
フィリップ

経営・アレセイア

湘南高
ベルテックス静岡

盛實　海翔 商・能代工高 サンロッカーズ渋谷

バレー
ボール

柏田　　樹 経営・都城工高 サントリーサンバーズ

野　球

火ノ浦明正 経済・れいめい高 ＮＴＴ東日本

平湯　蒼藍 経済・海星高 三菱重工神戸・高砂

武田　龍成 経営・大曲工高 きらやか銀行

深水　裕貴 経営・熊本工高 エイジェック

岡本　良樹 経営・専大松戸高 ＪＦＥ西日本

齋藤　雄亮 経営・筑陽学園高 大福物流

寺澤　圭祐 経営・検見川高 ＪＲ東日本東北

前田　敬太 商・中部商高 日本通運

金城　乃亜 商・糸満高 エイジェック

藤本　翔大 商・西脇高 兵庫県警察

池間　誉人 商・糸満高 日本製鉄鹿島

竹並　孝基 商・大社高 福井ワイルドラプターズ

海老根拓弥 商・桐蔭学園高 茨城アストロプラネッツ

ラグビー

坂本　洋道 経営・國學院大栃

木高

ＮＴＴドコモ

レッドハリケーンズ

郡司　健吾 経営・日川高 ホンダヒート

石田　楽人 経営・桐蔭学園高 クボタスピアーズ

松浦　祐太 商・小倉高 ホンダヒート

山極　大貴 商・保善高 ＮＥＣグリーンロケッツ

レスリング

中村　剛士 経営・花咲徳栄高 レスターホールディングス

松雪　泰成 商・星城高 レスターホールディングス

藤波諒太郎 文・金沢北陵高 自衛隊体育学校

◇ 主な進路先 ◇

総
合
優
勝
３
年
ぶ
り
16
回
目




